










昭和 62 年度厚生省心身障害研究 

「マススクリーニングに関する研究」 

マススクリーニング研究班昭和 62 年度研究のまとめ 

主任研究者 和田義郎 

昭和52年10月からフェニルケトン尿症など先天代謝異常5疾患を対象として,検査費用公

費負担により新生児マススクリーニングテストが全国的な規模で実施された。次いで昭和

54 年からは先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)が,昭和 59 年からは神経芽細胞腫(但し

この場合は乳児が対象)が新たにスクリーニングの種目に追加されるなど毎年着実な歩み

を続けて,今年で発足以来満 10 年を経過するに至った。 

この実績については,部分的であるにせよ昨年度までの本研究班報告書に記述されている

ので重複を避けるが,マススクリーニング発足当初に予期されていたよりも遥かに大きな

成果が上っていて,且つ諸外国のデータと比較しても特徴的な事柄が多く含まれている。 

当然のことではあるが,これらの成果は特定の研究班や個人に帰すべきものではなく,労苦

をいとわず協力して下さった行政機関,産科医,小児科医,検査機関,指定医療機関などすべ

ての分野におけるチームワークの結実とこそ云うべきものであろう。紙面をかりて厚く御

礼を申し上げる次第である。 

昭和 63 年 9月にはマススクリーニング発足 10周年を記念して講演会が開催される運びと

なった。これも関係者の総意という形で企画され準備されていて,官公民の協力の格好のモ

デルともなっている。ここに至るまでの若干の感慨とともに慶賀の念を新たにしている。 

昭和 62 年度の研究報告は各々のグループ毎の発表に詳しく記載されているが,その中でも

特筆すべきことは先天性副腎過形成症(CAH)に関するもので,新生時期にスクリーニングし

て患者を早期に発見し発症を予防することの意義が認められて,昭和 64年 1 月から全国規

模でマススクリーニングの 8番目の疾患として実施されることが正式に決定したと報道さ

れている。神経芽細胞腫以外の先行 6疾患に対するスクリーニングと同様に出生後 5乃至

7 日の新生児の足蹠から採った末梢血を浸込ませて作製した血液濾紙の一部分を切抜い

て,17 一ヒドロキシプロジェステロン(17-OHP)の増量を検査するもので,日本人に比較的

多いとされている 21-水酸化酵素欠損による副腎過形成症を早期に診断出来ると期待され

ている。 


